
(別絲4(2))

目標 達 成 計 画

目標遣威計画は、自

事業所名グループ土rム きょうりつ

―同で次のステップヘ向けて取り組む目標について籠し合います.
目標が一つも無かつたり、逆に日標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

作成日=平成 26年 9月 24日

【目颯達成針口】
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現状における問題点、課題 目欄 目標達成に向けた具体的な取り組み内書
目偲達成に
要する期間
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フフイハ ンー の 値 係

入居者機とご家族への対応をより親切丁車に
する.

尋 に夭鳳 で■ 訛 T」|つLttLttTT,. 目■ E■JILA盾百 ほ り 日薇 にユ ろ百 栞 か 【†看TT
う。 職員間での言葉使いに注意を払う。

12ヶ月

2 35

0災番対策
火災だけでなく、地震や水書等に対応できる協
力体制が必要 .

母椰の病院と運房し、避難方法を興践す
る。

火災、地震、ホ警琴の災吾時の選難方法を身
につける。

6ヶ月

3
ケ月

4
ヶ月

5
ケ月

ついては、自己評価項 目のhを記入して ヽ て ヽ


